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資料 4 

普及啓発について 

1. 行政を対象とした定期研修の実施  

 沖縄県内でヒアリが発見された場合、住民からの通報が集中し、県や環境省がその処理に追われて機能不全

に陥いる危険性があることから、様々な関係機関が「ヒアリの可能性が高い」と判断できるようになる必要がある。

また、日本国内での発見事例ではコンテナヤードの地面やコンテナの内部からの発見が最も多いため、港湾関

係者や物流関係者が第一発見者となる場合が多く、それら関係者にヒアリを識別する技術の習得が求められる。 

2019 年度現在、沖縄県内で実施している研修対象者は以下のとおりである。関係機関が分担して、各対象に

適した内容で実施している。なお、担当者の人事異動等を踏まえ、本研修は毎年継続的に行うことが体制の維持

には必要となる。 

対象者 主催者 内容 

市町村担当者 環境省 ヒアリの見分け方など 

保健所職員、空港関係者 沖縄県 ヒアリの見分け方、これまでの通報事例の共有など 

港湾管理者、トラック協会、 港湾管理者 ヒアリの見分け方、発見時の対応の流れなど 

 

 沖縄県が主催する同定研修を以下に示す。沖縄県で提供する研修では、保健所や空港関係者が、ヒアリを種

レベルで特定できなくても、「ヒアリの可能性が高い」もしくは、「ヒアリではない」と判断できるようになることを目的

としたプログラムとなっている。 

 

【概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修名 ヒアリ等同定研修 

内容 ヒアリ等についての概要説明、ヒアリの見分け方、ヒアリ対応マニュアルの共有 

所要時間 １時間 

会場 
保健所や公民館、博物館などの会議室。 

机、テーブルがあり、プロジェクター投影が可能なスクリーンがある場所。 

講師 ヒアリを研究している研究機関の職員 

対象者 保健所スタッフ、市町村担当者、博物館スタッフ等 

参加人数 10〜60 人／1 回 
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【内容】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ヒアリに似たアリをモニターに映して判別する体験     参加者間の情報共有の場としても活用できる 

 

  

時間 内容 

00：00 

00：05 

00：20 

00：35 

00：45 

00：55 

01：00 

開始／担当者挨拶／研修スケジュール案内 

⑴ ヒアリ等概要説明 

⑵ モニターを使ったヒアリ同定 

⑶ 実物を使った同定体験 

⑷ ヒアリ対応マニュアルの共有 

⑸ 質疑応答 

終了 
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2. 一般を対象とした報道とワークショッププログラム 

 一般への情報周知には、報道機関と連携した情報発信が最も効果的だと思われる。実際、子供を対象とした

研修プログラム実施に先立ち実施したアンケート調査によっても、日本におけるヒアリ初記録以降一連の報道に

よって、「ヒアリ」という用語の浸透度が高くなっている傾向がみられる。 

  ヒアリの監視調査や研修実施、または作業部会開催等、折に触れて意識的かつ積極的にメディアを通じて

情報発信を行うことが、現在一般にも認識されているヒアリ問題を一時期のブームとして忘却させないために効

果的かつ重要である。 

 またイベント等の開催により、参加者の知識を掘り下げて、定着率の向上を図ることができる。以下に一般（子

ども）を対象とした、ヒアリだけでなく外来種に対する興味関心を持ってもらうことを目的としたプログラムの一例

を紹介する。こうしたプログラムをパッケージ化していくことで、より多くの対象者へ情報を届けることが可能とな

る。 

※実施に関する問い合わせは、沖縄科学技術大学院大学（OIST）沖縄環境研究支援セクションまで。 

【概要】 

 

 

 

 

 

 

 

【内容】 

時間 内容 

00：00 

 

00：10 

00：15 

 00：35 

00：40 

00：50 

開始/司会挨拶 

導入劇（外国からやってきて侵入しようとするヒアリを参加者が見破るというストーリー） 

検索表の使い方説明 

同定体験開始（4 体の 3D アリ模型を見ながら検索表を追い、各アリの名前をあてる） 

答え合わせ 

外来種について（外来種って何？どんな影響があるの？みんなにできること） 

終了 

 

 

 

 

 

 

 

研修名 あなたも今日からアリ博士 

内容 3D アリ模型と検索表を使ったアリ種の同定体験。外来種についての話。 

所要時間 40〜60 分 （通年実施可能） 

会場 会議室や体育館など 屋内が好ましい 

対象者 小学生以上 一般 

参加人数 10〜60 人／１回 

導入の劇 
同定体験 
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3. 各種普及ポスター 

⑴関係者向け 

 

※本ポスターは、その原稿データを各関係機関が保管し、適宜再発行する。 
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⑵一般向け 

 

 

 

※本ポスターは、その原稿データを各関係機関が保管し、適宜再発行する。 


